
かわさき みどりの共創プロジェクト2022 企画概要

目的

第41回 全国都市緑化かわさきフェア

共創プロジェクトの目的とプロセス

共創プロジェクトにより創出したモデル
事業案は、令和5年度予算等を活用し、
F/S(実行可能性調査)等を行います。

令和6年度に開催する『かわさきフェ

ア』にて取組を発信し、これを機に取組
の継続・発展および自走化を目指します。

・多様な主体の参画と相互連携により生み出される柔軟な発想をモデル事業案としてまとめます。
・テーマに関連する市の所管課等もプロジェクトに加わることで、既存事業の見直しや新規事業と連携した取組とします。

共創プロジェクト開催
モデル事業立案(複数案)

モデル事業の試行
(実証実験含む)

共創プロジェクト
参加企業・団体

2022（R4） 2023(R５) 2024(R６）

結果
検証

事業の実施

川崎市
テーマ所管課

共創プロジェクトへの参加

既存事業の見直し・新規事業
取組の実施

モデル事業の運用支援

緑
化
フ
ェ
ア
開
催

取組の
発信

今後の展望

令和４年１０月４日
緑化フェア推進室

本プロジェクトは、川崎市市制100周年記念事業プラットフォーム「Colors, Future Actions」第一弾の取組として、全国都市緑

化かわさきフェアの開催を機に、みどりの力を活かし、市民、企業、大学、行政等の多様な主体との共創により、『みどりで

つなげる、暮らしやすく、住み続けたいまち』の実現を目指すものです。全国でも例を見ない先駆的取組として新しい川崎の

みどりの文化を醸成する共創プロジェクトを実施したく、皆さまの御参加をお待ちしています。
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10月 11月 12月 1月 2月 3月

川崎を
知る

テーマを
設定する

案を
まとめる

提案発表会

共創プロジェクト
の流れ

１ ２ ３ ４

・川崎を知る
・市制100周年
・緑化フェア
・共創PJT 他

・〇〇×みどりを
考える
・テーマ別課題の
深耕

・テーマ別目標の設定
(目指す姿の共有)
・モデル事業案の検討

・中間報告
・企画のブラッシュアップ

・市長・有識者による
パネルディスカッション
・次年度へのキックオフ

・発表準備
・発表を踏まえた
ブラッシュアップ

１０月２０日(木)
１４:００～１７:００
第４庁舎２階ホール

１１月２５日(金)
１４:００～１７:００
産業振興会館４階企画展示場

１２月２１日(水)
９:３０～１２:００
第４庁舎２階ホール

２月２日(木)
１４:００～１７:００
第４庁舎２階ホール

３月１日(水)
ＰＭ
第４庁舎２階ホール

適宜チーム別
打合せ

適宜チーム別
打合せ

・垣根を取り払う
・相互に理解する

・真の課題に気づく
・仲間を集める

・まちの魅力を知り、可視化する
・ぶれない目標と計画をつくる

・計画実行に向けて
準備する

・案の共有
・案のブラッシュアップ

延べ４回のワークショップを開催します。課題解決したい具体的なプロジェクトテーマを設定し、テーマごとにチームに分かれ
てモデル事業案を企画・検討し、最終回に提案を発表します。

参加にあたって(お願い）

・事業連携や共創実績のある方だけで

なく、実績がなくともこうした取組に
興味がある方など、積極的かつ建設的
な協議を得意とする方の御参加をお願
いいたします。
（本取組により創出されたモデル事業

案は、実証実験等を経て事業化するこ
とを想定）

・参加にあたって、専任のご担当者をお
決めいただくことが望ましいものの、
都合が悪い回は別の方に参加いただり、
内容を受けて別の方又は複数で参加い
ただいても構いません。

・みどりに関連しない多様な企業・団体
の参加も歓迎します。

チーム構成プロジェクトおよびテーマの考え方

●企業・団体
・川崎市制100周年記念事業・全国
都市緑化かわさきフェア実行委員
会の参加者 等
・50～60団体程度を想定

●川崎市
・プロジェクトテーマに関連する
所管課
・政策形成の関連課

1つのテーマごとに、企業・団体

及び川崎市職員が参加し、関心事
が近しい人や属性を事務局で調整
し、延べ10名程度のチームを構成
します。

問合せ先：川崎市建設緑政局緑化フェア推進室 担当：村上、平野、清田、藤田
電話：０４４-２００‐１２０６ メール：53grfair@city.kawasaki.jp

参加者同士の対話から『川崎らしい都市の中のみどりの価値』を生み
出すプロジェクトテーマを複数設定します。

「〇〇×みどり 」
企業の皆さまが有する柔軟なアイデ
アやノウハウ、技術を川崎のみどり
と掛け合わせることで、行政単体で
は実現不可能な、新しい価値を生み
出す『暮らしやすく、住みやすいま
ち』が実現できると考えます。

本プロジェクトの参加を新たなビジ
ネスチャンスや、企業価値向上の機
会と捉え、ぜひ、御参加をお願いい
たします。

キックオフ
セミナー

１０月４日(火)
１５:００～１７:００
オンライン
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1

共創プロジェクトの想定されるテーマ

ＩＣＴ × みどり

2
脱炭素 × みどり

3
体験・学習 × みどり

4

健康・スポーツ × みどり

5

コミュニティ × みどり

想定テーマ と 生み出したい価値

ICT技術を活用して、みどりの効果を可視化。みどりの価値

向上や、環境教育等へと展開。

温室効果ガス吸収などみどりの環境形成効果を活用。持続

可能な環境形成により、豊かな社会づくりを推進。

健康やスポーツの視点から、みどりの活用を推進。

健康寿命の増進により住み続けたいまちづくりへ展開。

農や食などコミュニティ形成につながるみどりの要素を取

り入れて、みどりと関わり楽しむ社会・文化へと展開

想定されるラベリング

3

デジタルなどの新技術を活用し、誰もが楽しめるみどりの

体験や学習の機会を創出。

×

×

×

×

×


